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ニ ト リ ロ 三 酢酸に馴養した活性汚泥 の 性質
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　　Activated　sludge 　acclimatized 　to 皿 itrilotriacetate　as 　both　a　sole 　carbon 　and 　nitrogen

source 　showed 　geod 　floccUlant　growth　and 　settling 　characteriStics 　at 　various 　sludge 　loadS．

Even 　at 　sludge 　loads　fram　O．56　to　LO3　kg　CODc τlkg　MLSS ・day
，　the　sludge 　had　go（pd

settling　properties・

　　Mucilage 　obtained 　by　hot　water 　ex 甑 ctio 臓 and 　subsequent 　e 出 anol 　precipitatien

丘o皿 the 　activated 　sludge 　con 曲 tcd 　of 　sugars （0．8−−L1％），　preteins（0．7−LO ％），　DNA

（0．6−0．9％），
and 　RNA （0．9−L2％）．　This　composition 　did　mt 　cha 皿 g¢ 　significantly 　w 三th

sludge 　load．　 Muc 量1age　polysaccharides　 were 　 hydrolyzed　 satiSfactorily 　 w1th 　 O．05　N

H2SO4 　in　the 　presence　of 　Dowex （H ＋ fbrm）at 　 100℃ f（）r　48　h。　 Sugar　 componcnts

of 　the　rnucilage 　polysaccharide　were 　rharrin （rse ，　fucose，　arabinose
，　 xylose

，　mannose
，

galactose，　glucose，　galacturonic　acid ，　and 　glucuronic　acid ，　 The 　major 　component 　was

gluしose （50−60％）．　 The 　composition 　 of 　sug 鵬 was 　differeロt 丘om 　that　of 　muci 監agc

pOlysaccharides　in　the 　activatea 　sludge 　obtaincd 　from　municipal 　sewage 　treatment 　plant．

　　Though 　the　reason 　fbr　thc 　goOd 　Hocculant　propcr口es 　of 　the 　activated 　sludge 　ac −

dimatized　to　NTA 　 was 　 not 　 c夏ari 血ed ，　it　seems 　reasonabl じ to　assum ¢ that　thc　sludgc −

constituting 　bacterh　are 　regulated 　by　the 　sole 　carbon 　source ，　NTA ，　and 　remain 　unaltered

even 　when 　sludge 　loads　a祀 greatly三ncreased ．　　　　　　　　　　　　　　　
’

　活性汚泥法 とい う生物学的水処理法 に おいて は ， 汚

泥が沈降性，圧密性に す ぐれ，沈殿池で の 活性汚泥と

処理水 の 分離がうま くな されるこ とが そ の 運転に 必要

で ある．活性汚泥 の フ ロ ッ ク化機構を明らか に する た

め，異なる 活性汚泥 か ら多数の フ ロ ッ ク形成菌が 分離

されて い る，t
−3） こ れ らの結果 は ， 異な る 下水お よび産

業排水を処理 して い る活性汚泥の フ ロ ッ ク化に は異な

っ た種 の バ ク テ リア が関与して い る こ とを示唆 して い

る．

　先 に報告 したように， ニ ト リロ 三 酢酸 （NTA ）を 唯

一
の 炭素涼，窒素源として 馴養 した活性汚泥は沈降姓

の よ い フ ロ ッ ク を 形成する．4）　NTA を利用 し う るバ ク

テ リア の 種類は少ない と予想され ，
フ ロ ッ クを構成す

るバ ク テ リァ 種も単純なもの と思わ れ る．そ こ で こ の

活 性汚泥 は ， フ ロ ッ ク化機構を 明 らか に する一つ の よ

い実験対象で あ る と思 われる．

　本報 に お い て は ，
NTA 馴養活性汚泥 の 基本的な 性

質を明らかに するた め，い ろい ろな 負荷条件で 汚泥を

培養し汚泥 の性状を調べ た ．また，活性汚泥か らそ の

フ ロ ッ ク化 に 関与す る と思 わ れ る粘質物質を抽出 し成

分 の 分析をするとともに ，多糖 の 構成糖を調べ たの で

以下 に 報告する．

実　験　方　法

　活性汚泥の 培養　　下水処理場 よ りサ ン プ リ ン グ し

た活性汚泥を 種汚泥 とし，N ’1’A を唯一の 炭素源 ， 窒

素 源 と して 汚泥負荷 （FIM ｝0．2　kg　NTAIkg 　MLSS ・

day の 条件 で 連続培養して い る活性汚泥q を実験 に 用

い た．負荷条件に よ る汚泥 容量 指標 （SVI ）の 変化 を

見 る た め に ，
Table　1 に示 した 培地 の NTA 濃度を

200〜600mg μと し，　 MLSS を L5〜2．O　gμ に調整 し

つ つ ，汚泥 負 荷 を 0．1〜 0．4kg 　NTAIkg 　MLSS ・day

の 範囲で 段階的 に 高 め た．こ れ らの 負荷条件 に お い て

は NTA は完全に分解 され，　 SVI も50前後 の 値を示
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Table 　l．　 Composition 　of 　medium ．

Nitrilotriacetic　acid

Mgd2 ・6H20

CaCl 巳
・2H20

FeG13・6H20

KISO4KH2PO4

KsHPO4

Tap 　water

400mg12mg12mg

　 5  

　6mg

　6mg

　 6mglliter

CODCr ：N ：P ．　 100 ：9．7 ；0．81
Medium 　was 　a〔加 sted　to　pH 　7，

した．そ こ で さらに 高負荷条件に お ける汚泥性状を 検

討 した．あ らか じめ 汚泥負荷 お よ そ O・5　kg　NTA ／kg

MLSS ・day で 培養 した 活性汚泥 を 等容積の二 連式の

培養槽に 移 し，負荷を お よ そ L5 倍 と し，2 つ を 同
一

条

件（初期 MLSS 　O．71　glt）で 培養 した．各培養槽は Fig，

1に示した よ うに，曝気部 （11・71）およ び沈殿部 （3．6
t）を有し， 全槽内容積 は 15．3t と した．培地 は Table

1 に 示 した 組成 の もの を 使用 し，曝気量 を S　ltmin
， 流

入水量を 15．31／day と し，室温下 で 培養をお こ な っ た．

実験開始初期に は 12時間毎に ，の ちに は 24時閲毎に各

槽 か ら全汚泥混合液 を と り出 し， こ の うちの ll を引

き抜き ， 汚泥性状の 測定 に あて た ．な お ，
8．5日 目に

は
一

方 の 槽の 汚泥を用い て 粘質物質の 抽出をお こ な っ

た ．

　汚泥 の 性状および 処理水の 分析　　汚泥 の 性状を把

握す る た め以下の 測定をお こ な っ た．

　1． 活蛙汚泥沈殿率 （SVeo）および濁度 　　引き抜

い た汚泥混合液は 汚泥濃度 が 低い た め，い っ た ん 15分

間静置 し上澄を除い た の ち 500　ml の メ ス シ リン ダー

に移 し，30分間静置eq　SVs ・ を測定 した ，また，こ の

上澄の 濁度 （OD660）を 660　nm の 波長で 測定 し，汚

t

Fig・1・　Schematic　diagram　of 　aeration 　tank ．

泥の 分散の 目安 とした ，

　 2・ 活性汚泥懸濁物質 （MLSS ）お よ び不揮発牲懸

濁物質 （MLNVSS ）　 1．で沈降 させ た汚泥を遠 心分

離 （10，
000rpm

，
10分間）し， るつ ぼ に 移 し 110°G で

一
晩乾燥 し汚泥乾燥重量を，こ れ を 550℃ で一

晩灰化

し灰化重量 を測定 した ．なお，SVso および MLSS は

曝気部で の 数値に換算した．

　3． 汚泥中の 鉄含量　　灰 化 した 汚泥 を水蒸気浴上

で 濃塩酸 に溶解 し， フ ェ ナ ン トロ リン 吸光光度法
5〕で

定量 した ．

　4． 処理水中の NTA の 分析　　処理水 を 0・45 μm

の ミ リポ ア フ ィ ル タ
ー

で ろ過 し，ろ 液中の NTA を

Zn ・Zincon法 e）
で 定量 した ．

　粘質物質の 抽出　　汚泥負荷 0．52kg　M 覃A ／kg　ML ・

SS’day
・ お よ び 実験開始 か ら 8．5 日 目 の 汚泥 負荷 1．15

kg　NrA ／kg　MLSSday の 汚泥か ら粘質物質を抽 出し

た．抽出は沸騰水浴中で 2 時間お こな い，そ の 操作の

詳細は Fig．2 に 示 した．

　粘質物質中の成分の 分析　　粘質物質 に含まれ る糖

の 分析 に は ア ン トロ ン
ー

硫酸法，7）カ ル バ ゾ
ー

ル ー硫

酸法
S）を用い ，そ れぞ れ グル コ ース ，グル ク ロ ン 酸換

算で 示 した ．タ ンパ ク質 は Lowry らの 方法
e）で 定量

し，ウ シ 血清ア ル ブ ミ ン 換算で 示 した．核酸 の 定量 に

は，紫外部 （260nm ）吸収法お よ び ジ フ ェニ ル ァ ミ ン

ー
酢酸一硫酸法

1°｝を用 い ， 全核酸 ，
DNA 量 を 求 め た．

DNA はタ ラ精子 DNA ・Na 塩 に 換算して示 した ．RNA

は全核酸と DNA の 差 よ り算出 した．

　多糖の 構成糖　　粘質物質 は カル バ ゾー
ル
ー

硫酸反

応陽性で あ っ たた め，ウ ロ ン 酸の 存在 が 予想 さ れた．

そ こ で ，糖 の 加水分解条件を ウ ロ ン 酸を含む多糖と し

Activa ヒed 　 sludge

　　t　 　 　 extract 　at 　looec 　fOt　2　h

　　　 centrifuge （ 10
，000　 rpm ，10　 Uin ）

Super ロ atant

　　し
　 　 　 add 　1竃　NaCl ，　2　vol 　EtOH

　 　 　 stand 　over ロight　at 　4
°C

Precipttate

　　t　 　 　 wash 　 with 　co 工d　70Z　EヒOH ，　twice

　 　 　 d工ssolve 　in 　 distilled 　 water

　　　 centrifuge 　（　10 ，
000　rpm ，　10　min 　）

Supernataut 　（　Mucilage 　）

Fig・2・ E ）ttraction 　of 　muc 韮lage肋 m 　ac 煽vated

　　 sludgc ．
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て 下水活性汚泥から抽出 した粘質物質を用 い て 検討 し

た．な お ，加水分解 に は，2NH2SO4 で ，100°C，3

時間加水分解する方法，
Dowex 　50 （× 2

，
　H ＋

型）の 存

在下 O．05NH2SO4 で 三〇〇
°C ，

24 およ び 72時間加水分

解す る方法を試み た．加水分解後，BaCO3 で 中和、脱

塩 した の ち ，
Dowex 　1 （× 4

，
0Ac 一

型）を 用い て糖の

分画をお こ な っ た．中性糖は糖 ア ル コ
ー

ル に 還元 した

の ち ア セ チ ル 化す る Sawardeker らの 方法，11）酸性糖

は ア ル ドン 酸 に還 元後 トリメ チ ル シ リル 化す る Perry

＆ HUIyalkar の 方法
12〕に従 い ，ガ ス クロ マ トグ ラ フ

ィ
ー

に よ り糖組成を求め た．

実　験　結　果

　活性汚泥の特性　　実験は A
，
　B 二 連式 の 培養槽を

用 い，同条件下で お こ な っ た た め A 槽に つ い て の 実験

結果を以下 に 示 した．SVeo
，
　MLSS

， お よ び SVI の 経

時変化を Fig．3 に ，汚泥負荷， 曝気槽の水温，30分間

静置後の 上澄 の 濁度 （OD660 ），お よ び処 理 水中の NTA

濃度 の 経時変化を Fig．4 に 示 した ．実験開始か ら3

日 目まで は処理水中に 未分解の NTA が検出されたが，

3．5日 目 にな る と高負荷条件 に 慣れ NTA は完全 に 処

理 された．しか し8．5日 目か ら未分解 の NTA が 増加

して い っ た．こ れ は，実験を室温 下で お こ な っ たた め，

Fig．4 に示 した よ うに 水温が 下が り， 菌体活性が低下

した た め と思われた．こ の 間， 汚泥混合液を 30分間静

置 した 上澄の 濁度 は常に0．01以下で あり，汚泥 の 凝集

性，沈降性は 非常 にす ぐれて い た ．汚泥中の 灰分含量

お よ び 鉄含量を調 べ た結果を Fig．5 に 示 した．汚泥乾

燥重量あたりの灰分含量 は初期13％で あ っ た が ，
の ち

に は 8 〜9彫 の 範囲で ほ ぼ
一

定 して い た の に 対し，鉄

含量は1．　5％か ら0．5％へ と大き く減少 した ．汚泥 中の

鉄含量が 減少する期間は処理水中tc　NTA が検 出され

た 期間 と よ く対応 して お り，未分解 の NTA に よ る鉄

の 溶出が 考 え られた ．
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Fi9・　4・　Variations　in　sludge 　load，　temperature
，

　　turbidity
，
　and 　NTA 　concentration 　in　eMuent ．

　　Symbols ： 口
，
　 sludge 　 load； ○ ，

　 temperature 　 in

　　aeration 　 tank ； △ ，
　 OD66e ； ●，　 NTA 　 concen −

　 　 tratien　 in　 eflluerit ．

　粘質物質の 成分組成　　抽 出に周 い た活性汚泥の性

状と抽出された粘質物質 の 分析結果を Tablc　2 に示

した．また ，こ の 連続実験以外 の 別 の 時期に お こ な っ

た 分析結果 も合わ せ て 示 した，汚泥負荷を 0．52 か ら

L15 　ig　NTAtkg 　MLSS ・day に 高 め た こ と に よ り，

タ ン パ ク質と核酸の 抽出量が増加 し，
な か で も RNA

の 増加 が 顕著で あ っ た．多糖は負荷 の 変化 に よ らず

1．1％抽出 された ．しか し 他 の デ
ー

タ と比較して も明

らかな よ うに ，粘質物質 は活牲汚泥か ら ほ ぼ一
定の 割

合で 抽出され，培養条件 に よ り大き く左右 さ れ な か っ

た．多糖は 0．8〜1．1％，タ ン パ ク質は 0．7〜 1．0％，

DNA は O．　6・vO ．9％，　 RNA は O．9〜 1．　2％活性汚泥か

ら抽 出さ れた．

　多糖の 加水分解条件の 検討　　ウ ロ ン 酸を含む多糖

の 加水分解条件の 検討を，下水活 性汚泥 か ら抽出 した

粘質物質を用い て お こ な っ た．2N　H2SO4 で 加水分解

する方法と，O・05　N 　H2SO4 （Dowex　50，
　H ＋

型共存下）

で 加 水分解す る方法 か ら求 め た 中性糖の 組成 に は，若

干 の 差 があ っ た． しか し，
2NHaSO4 で 加水分解 し

た場合ウ ロ ン酸は ガス ク ロ マ トグ ラ フで検出で きな か
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F塘．5．　Variations　in　 ash 　and 　iron　 contcnts 　iロ the

　　 activatect 　sludge ．

　　Symbols： ● ，
　Ash；O ，

　Fe．
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Table　2．　CharacteriStics　 of 　 activated 　sludge

　　acclimatized 　to　NTA 　and 　its皿 ucilage

　 　 componcnts ▼

Tablc　 3．　 Molar 　 ratio 　 of 　 sugars 量n 　 mucilagc

　　pol獅 acchar 三de　 cxtracted 　from　 sewage 　acti ・

　　vated 　s藍udge ．

1980．1．1419829 ．29F ／Mt 　O．52　F／M 　1．15

SV30 （％）　　　　 15S　　　　17．0　　　　4．0　　　　　1．97

MLSS （gμ｝　　 2．65　　 2．58　　 0．773　 0．457

SVI （mltg ＞　　 59．6　　 65．9　　 5L7 　　 43．0

Component8
Time 　of 　hydrolysis

24h 72h

Sugar ＊
（％）　　　　O．83

Protcin＊＊ （％）　　O．84

DNA ＊＊＊ （％）　 0。76

RNA （％）　　　 0・88

0．98　　　　1，14　　　　1．09

0．97　　　0．69　　　 0，84

0．60　　　 0．61　　　 0．88

0．92　　　 0．31　　　 1．22

　
＊ glUCOSe　eqUiValent

林 Bovine　serum 　 albu 血 n 　equ 三va 星ent
楙 COd 　sperm 　DNA ・Na 　equivalent

　 辱 FIM
，
　sludge 　load

，
　kg　NTAIkg 　MLS 　S・day

Rhamnose

FucoseRiboseArabin

〔rse

XyloseMannose

Galactose
GIUCQseGalacturenic

　acid

Glucuronic　acid

0．760
．490

．690
．440

．270

．79
豊．101

．ooO
．260
．26

0．710

．520
．690

．400
．20LOO1

．001

。000

．190
．26

っ た． こ の た め ， 加水分解 は 0．05N 　HsSO ‘ （Dowex

50， H ＋
型共存下）を用 い て お こ な っ た．そ の 分析結

果を，グ ル コ ース に 対する モ ル 比 と して Table　3 に

示 した．加水分解時間の 延長 に よ り，キ シ ロ
ー

ス ，
マ

ン ノ
ー

ス ，ガ ラ ク ツ ロ ン 酸量 に 違 い が 見 られ た が ． 他

の 糖は ほ とん ど影響されず変化 しな か っ た ．こ れ らの

結果か ら， 酸加水分解時間 を48時間 と決定 した ．

　NTA 馴養活性汚泥 か ら抽 出 した 多糖 の 構成糖

先 の 条件で 加水分解 した 多 糖 か ら得 られ た 中性糖，酸

性糖 の ガ ス ク ロ マ トグ ラム を Fig．6 および 7に 示 し

た．中性糖 として は主 に ラム ノ
ー

ス ，リボ
ー

ス ，マ ン

ノ ース
， ガ ラ ク トース

， グル コ ース が ， 酸性糖と して

は ガ ラク ツ ロ ン 酸，グ ル ク ロ ン 酸が検出された、Table

4 に は 多糖 の 構成糖 を グ ル コ ース IC対す る モ ル 比 と し
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Fig．6。　 Gas 　chromatogram 　of 　the　 neutral 　sugars 　i皿

　　mud1 丑 9e　 polysaccharide．　1，　τhamnose；　2，

　　 ribose ；3， 2−deoxy−D 。gluco肥 （intemal　standard ）3
　　4

，
mannose ；5，

　ga】acto6e ；6，
　glucose。

exprcssed 　as 　molar 　ratio 　to　glucose・

て 示した．多 くの リボース が検出さ れた た め
， 粘質物

質を 0．3NKOH の ア ル カ リ条件下，
30℃ で 16時間

処理 し，ア ル コ ール を添加 して 多糖を沈殿 回収 した の

ち ， 構成糖の 検討をお こ な っ た結果 ， リボース は完全

に消失 した．こ の こ とか ら，
こ こ に測定 され た リボー

ス は 多糖 の 構成成分 として 存在す る もの で は な く，

RNA に 由来する こ と が確認 された 。　 NTA 馴養活性

汚泥か ら抽出 され た 多糖は Table　4 か ら明 らかな よ

うに，主 に ラ ム ノ
ース ，マ ン ノ

ース ，ガ ラ ク ト
ース

， グル

コ ース
， グ ル ク ロ ン 酸か らなり， そ の 50へ一60％ が グル

コ ース で あ っ た こ とが大きな特徴で あ っ た．また こ れ

らの 構成糖 は 負荷条件 icよ らず似通 っ た 組成で あ っ た ．

考 察

一般に ，標準活性汚泥法 に お い て は BOD 負荷を
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Fig，7．　 Gas　chromatogra 皿 of 　the　 acidic 　sugars  

　　muCilage 　polアsacCharide ．
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Table　 4・　Molar　 ratio 　 of 　 sugars まn 加 ucilage

　　 po覧ysaccharide　extracted 　from　　activated

　　 sludge 　acc1 元matjzed 　to　NTA ．

Components FtMt　o．52　FIM 　1．151981 ．12．4．

Rham 皿 ose

FucoseRib

（rseArab

血】ose

Xy 匪oseMa

皿 ose

Ga】actose

GlucoscGalacturonic

　acid

Glucuron｛c 　acid

0，100

、050
．IBO

．080

．060

．200

．131

．000

．020

．12

0．100

．050
．430

．090

．050
．160

．23LooO

．030

．13

O．110

．020
．320
．060

。030
．120

．171

．000
．030

．15

蕁FIM   NTA ／kg　MLSS ・day
じ xpressed 　 as 　molar 　ratio 　to　glucose ．

0．2〜0．4kg 　BOD1   MLSS ・day として 運転す る こ と

が望 ま しい と言わ れ，負荷が 0．2以下の 条件で は 汚泥

を構成す る菌体細胞中の タ ンパ ク質や RNA が 内生 呼

吸に よ り分解さ れ ， 軽 く沈降性 の 悪 い 分散 した汚泥 と

なり，

一方負荷が0．4以上 の 条件下で は SPhaeretilusで

代表 され る糸状細菌が優 占種 と な り，パ ル キ ン グ状 の

沈降しに くい汚泥 に な る と言わ れて い る．

　NTA を唯
一

の 炭素源，窒素源として 馴養 した活性

汚 泥 は，汚泥負荷 0．1〜 136kg 　NTAlkg 　MLSS ・day，

理 論的な GODc τ 負荷と して 0．075−・　1．OS　kg　CODcrl

kg　MLSS ・day とい う幅広 い 負荷条件に おい て も SVI

は50前後 に保た れ，汚泥 の 凝集性，沈降性と もに す ぐ

れて い た．清水 ら
ls） は グ ル コ ース お よび 尿素か らな

る合成下水を用 い て ，COD 。r と窒素と リン の バ ラ ン

ス と糸状性 バ クテ リア の 増殖 の 関係を詳 しく研究 し，

（】ODcr ：N ：P ＝100 ：10 ：1 と CODc ． に 対 しN と P

が充分に 供給され る と LO   GODc ，ikg　MLSS ・day

以下の 負荷条件に おい て は糸状牲パ ク テ リァ の 増殖を

お さえ ， 沈降性の すぐれ た 活性汚泥を維持 で きるこ と

を報告 して い る．NTA を唯一の 淡素源， 窒素源 と し

た培地 に おい て は CODCr ；N − 100 ：9．7 で あり，リン

の 供給を充分に お こ な うと清水らの い う糸状性バ クテ

リァ の 増殖をおさえ る栄養バ ラ ン ス の 条件を満 たす こ

とが可 能 で ある．今回用い た培地 の 栄養 バ ラ ン ス は

GODc ，：N ：P ＝100 ：9．7 ：0．81で あ っ た ．

　活性汚泥中の 不揮発性成分で あ る灰分含量 は汚泥の

比重 と密接 に 関係 し，灰分含量の 高 い 汚泥は比重 も高

く沈降性に す ぐれ る もの と思われ る ．一般 に
， 下水を

処理 して い る活性汚泥 の 灰分含量は 20〜35％と高い が ，

svr は100〜200で ある．　 NTA 馴養活性汚 泥 の 場合に

は本実験期間中 8 〜 9％とい う低い灰分含量 で あっ た

に もかかわ らず．
SVI は40〜50 とい う小 さな 値 で あ

っ た．こ の こ とより， 沈降性，圧密性な どの 汚泥 の 特

性は汚泥中の 灰分含量以外の他の因子 に よ り大きく左

右 され る もの と思 われた．

　活性汚泥の フ ロ ッ ク化現象を説明 す る た め，現在ま

で に 諸説が 提出されて お り， 粘質物質説が広 く認め ら

れ て い るが ， 粘質物質は汚泥 の フ ロ ッ ク化ばか りで な

く， 汚泥の 物性と大きく関わ っ て い る こ とが 指摘され

て い る．Pavoni ら
14 ）は ， 活性汚泥か ら高速遠心 に よ

り粘質物質を抽出し， これ らが多 糖， タ ン パ ク質，

RNA ， お よ び DNA からな り， フ ロ ッ ク の 形成はこ れ

ら細胞外高分子の 生産 と関連す る こ とを報告 して い る．

小 田 ら
1fi） は活牲汚泥か らア ル カ リ抽出物質を 調製 し，

pH を段階的 に変化 させ る こ と に よ り抽出物質 を 分画

した とこ ろ ， pH 　3 で沈殿する フ ラ クシ
ョ ン が最 も多

い こ とか ら，
こ の フ ラ ク シ ョ ン が SVso に大 きく影響

す る もの と推察した，NTA 馴養活性汚泥から抽 出さ

れた 粘質物質は ほ ぼ 同量の 多糖，タ ン パ ク質，DNA
，

お よ び RNA からな り， 培養条件 に よ らず 3〜 4％ の

収率 で 得 られ た．本実験か らは NTA 馴養活性汚泥の

す ぐれ た 特性と粘質物質との 関連 は 得られな か っ た。

　下水活性汚泥か ら抽出 した粘質物質を用い ， 多糖の

加水分解条件を 検討 した ．2　N 　HtSO4 を用 いて 加水

分解 した 塲合，ウ ロ ン 酸 は ガ ス ク ロ マ トグラ フ で 検出

され な か っ た が ， こ の 原因 は明 らか で は な い ．Dowex

50W とO．05　N 　H ・SO4 で加水分解した 場合，中性糖，

酸性糖ともに 満足 の い く結果が 得 られた．下水活性汚

泥粘質物質中の 多糖は ヘ キ ソ
ー

ス を主 とし，メ チ ル ペ

ン トース ，ペ ン トース ，ウ ロ ン 酸 の 各種 の 糖 に よ り溝

成 され る の に 対 し，
NTA 馴養活性汚泥 か ら抽出され

た 多糖 は ， 主 に ラ ム ノース
，

マ ン ノ
ース ，ガ ラ ク トー

ス ，グル コ ース
， グル ク ロ ン 酸か らな り，そ の 50〜60

％が グル コ
ー

ス で あ り ， 糖組成 に か た よ りの あ る こ と

が特徴 で あ っ た．

　滝 ロ
le冫 は正 常お よ び バ ル キ ン グ状態の 汚泥か ら粘

質物質 を 抽出し，多糖 の 構成 糖 を 譌 べ て い る ．バ ル キ

ン グ汚泥か ら得られた 多糖はグル コ ース （33％），
マ ン

ノ
ー

ス （33％），ア ラ ビ ノース （12％）， デ オ キ シ リポ

ー
ス （2％）からな り，正常な汚泥か ら抽出され た 多

糖との 間 に 達 い が見 られな か っ た．しか し ，
バ ル キ ン

グ汚泥 に は グ ル コ ン 酸が 存在 して い た こ とを報告 して
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い る．また，Wallen＆ Davist7） は下水活性汚泥か ら，

グ ル コ ース （41％），マ ン ノ ース （13％）t ラ ム ノ
ース

（20％）他か らなる 多糖 を抽出 した．Sato ＆ Osels｝

は ペ プ ト ン を 用 い た合成下水の活性汚泥か ら抽出した

多糖は ア ラ ビ ノ
ース ，マ ン ノ

ース ，ガ ラ ク ト
ー

ス ，グ

ル コ
ー

ス 、ア ミノ糖 と他 の 二 ，三 の 糖か らな る こ とを

報告 して い る．この よ うに種 々 の 活性汚泥から抽出さ

れ る 多糖は，い ずれ も異な っ た組成をもつ ヘ テ ロ 多糖

で あ っ た ．下水 お よび 産業排水を処理 して い る活性汚

泥は，栄養 バ ラ ン ス ，汚泥負荷，水質など， 多様な条

件下 に お かれて い る た め，そ れ ぞれ の環境 に 適応 した

微生物相がつ くられて い るもの と思われ る．NTA を

唯
一の 炭素源，窒素源と して 馴養した 活性汚泥 は負荷

条件に よ らず，グル コ
ー

ス を主 とした多糖を生産し，

そ の 構成糖も安定 して い る こ とか ら，
こ の NTA 馴養

活性汚泥を構成す るバ ク テ リァ 相 は比較的安定に保た

れ て い る もの と推定された．

要 約

　NTA を唯一の 有機性基質 とし，幅広い 負荷条件下

で 汚泥を培養して汚泥の 性状を調べ る とともに，活性

汚泥から粘質物質を抽出し， そ の組成の変化を分析 し

た ．また 粘質物質中の 多糖の 構成糖を 調べ ，次の 結果

を得た．

　 1． NTA を唯
一

の 基質 として 活性汚泥 を 0．075〜

1．03kg 　GODc ，／kg　MLSS ・
｛lay とい う負荷条件で 培養

した が ， 汚泥の 凝集性，沈降性 にす ぐれ ，
SVI は 50

前後の 値で あ っ た．

　2．　NTA 馴養活性汚泥 から粘質物質 は そ の 培養条

件に よ らず ， ほ ぼ一定の 割合で 抽出さ れた．そ の 成分

は多糖（O．　8−−1．1％），タ ン パ ク質（0．7〜1・　0％），DNA

（O．6〜O．　9％），RNA （O．9〜 1．2％）で あ っ た ．

　3． 粘質物質中の 多糖の 酸加水分解は Dowex 　50W

（H
＋
型）の 存在下 ，

O．05　N 　HsSO4 中で 100℃
，
48時

間お こ な うこ とに よ り， 中性糖と酸性糖の 分析 に 満足

の い く結果を得 た．

　4． NTA 馴養活性汚泥から抽出された多糖は，ラ

ム ノ
ー

ス ，マ ン ノ
ー

ス ，ガ ラ ク トース ，グル コ ース
伽

グ ル ク ロ ン 酸 を 主 な 構成糖 と し， そ の 50〜 60％ は グ ル

コ ース で あ っ た．こ の 糖組成は，種汚泥 と して 用 い た

下水活性汚泥から抽出 した 多糖の 組成 と は明らか に異

な っ て い た．下水活性汚泥 の 多糖は，ヘ キ ソ
ー

ス を 主

とし， メ チ ル ペ ン トース
，

ペ ン トース
， ウ ロ ン 酸 の 各

種 の 糖 か らな っ て い た．

　以上，こ の NTA 馴養活性汚泥は NrA を唯
一

の 基

質として 培養して い る た め
， 汚泥を構成するバ ク テ リ

ァ 相 に 大 きな変化がな く， 粘質物質の 成分お よ び多糖

の 構成糖が
一

定 に保 た れ，沈降性，圧密性 に す ぐれた

汚泥 の 特徴を有す る もの と推定 した．
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